
貸借対照表（Ｂ/Ｓ：Balance Sheet）の解説

○『貸借対照表』とは・・・？

　　一定の時点（年度末）における事業が保有する財産の残高を表した

　　報告書です。

負債の部 ２９.８%

○『貸借対照表』から分かることは・・・？

　　資産は事業の経営の活動手段である資金の運用形態を示し、負債・

　　資本においては、その資産がどのようにして得られたかという調達

　　源泉を示しています。

　　これにより、事業の財政状態（ストック）を把握することが可能と

　　なります。

＝

資産の部

土地、建物、構築物、現金預金など、

企業の所有財産が記載されています。

左半分は『お金の使い方』

企業の財源がどのような状態で、

いくらあるか把握できます。

右半分は『お金の集め方』

企業の財産がどのような財源で

つくられたか把握できます。

資産（構築物）の取得のために交付

された補助金など、支払義務がない

ものが記載されています。

資本金や事業で得られた利益など、

返す必要のない資金が記載されてい

ます。

負債の部 ４８.９%

企業債など支払義務があるものが

記載されています。

固定・流動負債

繰延収益

資本の部 ２１.３%
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